
金
揮
官
蹴
蕗
巻
二
十

運
良
を
ぽ
関
山
と
せ
ら
れ
、
一
千
飴
の
衆
徒
園
鏡
す
と
記
録
等
に
詳

か
な
り
。
と
見
ゆ
。
脊
門
蹄
師
の
地
裁
臨
験
新
記
比
一
疋
ふ
。
襲
年
悌

林
議
日
締
師
、
既
に
鷲
峰
関
山
法
燈
闘
師
の
印
を
侃
ぴ
て
、
設
に
北
微

に
来
h

少
、
勝
地
を
挟
ト
せ
ん
と
欲
し
て
、
河
北
郡
の
山
林
に
経
遊
す
。

榛
葬
途
に
塞
ぎ
て
‘
人
跡
殆

E
希
危
り
。
山
行
一
旦
徐
長
井
谷
村
に

至
る
。
尖
頭
の
茅
合
あ
り
。
師
彼
に
至
れ
ば
一
人
の
女
紡
鎖
し
て
居

け
る
が
、
驚
き
股
て
悶
〈
、
借
何
ぞ
そ
れ
此
底
に
来
れ
る
や
。
吾
が

夫
は
山
賊
な
り
。
築
奪
の
震
に
他
に
趨
け
り
。
飾
り
来
ら
ぽ
生
命
惟
危

し
。
共
の
林
中
に
地
磁
蛍
あ
り
、
此
に
行
怠
て
身
を
磁
し
給
へ
と
念

頃
に
指
教
す
。
師
尋
ね
行
け
ば
、
荊
杷
の
中
傾
斜
せ
る
茅
堂
に
石
像

の
地
磁
傘
を
安
す
。
師
乃
ち
劉
談
し
て
日
く
れ
ね
。
彼
の
山
賊
家
に

締
り
、
物
色
し
て
共
の
所
以
を
問
ふ
。
婦
貨
を
以
て
答
へ
け
り
。
此

の
者
を
逐
う
て
彼
の
堂
に
至
り
凱
観
れ
ば
、
荷
論
の
聾
林
栴
に
響
然

し
て
、
何
れ
を
共
れ
と
も
分
緋
し
難
け
れ
ば
、
共
の
貨
を
験
試
せ
ん

と
欲
し
て
、
侃
力
を
抜
き
て
暗
中
陀
と
れ
を
斬
る
。
翌
朝
来
看
れ
ば
、

締
師
自
若
と
し
て
端
座
し
給
ふ
。
地
裁
の
鼻
端
に
万
の
痕
あ
り
。
渠

大
に
機
謝
し
‘
即
ち
髪
を
剃
り
、
弟
子
と
錫
り
て
随
侍
す
0

・
師
此
の

地
に
精
藍
を
建
つ
。
今
の
瑞
臆
山
停
燈
締
寺
是
た
り
。
共
の
傍
に
堂

1.~ • 

‘ 

寺
屋
敷
商
千
十
四
間
二
尺
五
寸
裏
川
岸
迄
十
九
閑
之
屋
敷
.
共
上
之

島
ひ
と
し
て
銀
子
六
百
目
槌
に
務
取
、
永
代
迄
替
申
底
資
正
也
。
於
昌

以
来
-
相
違
之
儀
少
も
御
座
有
閑
敷
候
。
震
v
共
後
日
之
請
文
如
v
件。

寛
永
十
三
年
丙
子
九
月
十
七
日
長
磁
院
吉
思
印

法
華
宗
高
岸
寺
様
参

語
る
し
申
畑
之
事

御
寺
之
鑑
の
外
三
百
歩
之
慮
、
直
段
一
歩
に
付
四
厘
五
毛
也
。
合
銀

子
十
三
文
目
五
分
也
。
但
取
込
に
.
相
定
申
鹿
賀
正
也
。
永
代
迄
相
違

御
座
有
閑
敷
候
。
第
v
其
寄
付
進
上
仕
候
魔
如
v
件。

鹿
安
三
年
庚
寅
勝
三
月
廿
一
日

泉
野
肝
煎

加
藤
嘉
兵
衛
印

高

岸

寺

様

上

島
る
し
申
畑
之
事

御
来
簸
の
外
最
前
三
百
歩
、
承
臆
元
年
よ
り
重
而
百
歩
、
以
上
四
百
歩

之
慮
‘
直
段
者
一
歩
に
付
四
麗
五
毛
.
合
銀
子
十
八
文
目
也
。
但
取

込
に
付
相
定
申
事
貨
疋
也
。
永
代
迄
相
違
御
座
有
閑
敷
候
。
第
v
共
番

付
進
上
仕
候
鹿
如
v
件。

承
服
元
年
十
-
月
十
四
日

金
調
停
官
蹟
志
巻
二
十

字
を
管
縛
し
て
、
地
裁
隼
を
鎮
守
と
稀
す
。
紳
異
無
量
也
と
。
師
の

本
停
に
此
の
事
を
飲
如
す
と
い
へ
ど
も
‘
古
今
邑
慌
の
僻
ふ
る
成
、

ロ
ー
碑
確
乎
と
し

τ猶
い
ま
だ
浪
せ
宇
と
云
々
。
ま
た
停
訟
に
云
ふ
。

右
山
賊
は
名
を
慈
凶
郎
と
云
ひ
‘
剃
髪
し
て
至
庵
と
云
ふ
。
締
栖
院

を
建
立
し
て
愛
に
居
し
、
後
停
燈
寺
の
二
世
と
成
り
、
文
和
三
年
四

月
闘
遁
偽
眼
蹄
師
と
勅
披
を
賜
ひ
け
り
と
。

。
妙
築
山
高
岸
寺

法
警
示
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
K
云
ふ
。
営
寺
開
祖
妙
魔
院
日
館
。

天

E
十
五
年
高
畠
石
見
守
・
問
木
工
創
立
。
最
初
高
島
石
見
守
石
川

郡
白
山
花
居
城
之
頃
‘
白
山
花
建
立
。
其
後
金
揮
に
引
越
、
石
見
下

屋
敷
之
内
住
居
仕
魔
‘
高
島
木
ヱ
預
り
織
地
衆
屋
敷
割
出
之
地
有
v
之

に
付
、
木
工
申
立
寺
地
陀
拝
領
仕
鹿
‘
共
後
御
用
地
に
相
成
、
替
地

泉
野
寺
町
に
而
拝
領
移
締
仕
。
と
あ
り
。
右
開
組
日
銭
は
‘
高
畠
石

見
守
定
吉
の
弟
た
る
よ
し
、
高
畠
穏
に
記
載
す
。
按
や
る
に
'
、
高
岸
寺

元
寺
地
は
今
の
探
訪
紳
祉
の
地
な
る
を
、
寛
永
十
三
年
九
月
彼
の
枇

・
地
と
換
地
し
‘
鹿
安
・
及
臨
に
至
り
地
綬
き
な
る
泉
野
の
村
地
を
鯖

込
み
た
る
よ
し
、
寺
識
の
奮
記
に
見
ね
た
り
。
共
の
文
如
v
左。

諏
訪
屋
敷
商
守
三
十
七
間
諜
川
岸
迄
三
十
三
間
.
震
昌
北
ハ
替
地
-
而
高
岸

泉
野
肝
煎

加
藤
嘉
兵
衛
印

高

岸

寺

様

上

O
檀
越
高
畠
民
健
話

三
登
記
に
云
ふ
0

・
高
畠
左
京
大
夫
の
先
脱
は
‘
鎌
倉
将
軍
の
時
鎌
倉

よ
り
尾
張
へ
来
り
.
同
国
山
岡
郡
高
畠
に
居
住
し
、
高
畠
氏
を
稀
鋭

と
し
、
武
街
家
に
随
従
し
け
り
。
左
京
大
夫
が
子
高
畠
左
門
吉
光
の

時
‘
織
岡
家
の
家
人
と
成
り
、
左
門
が
妹
は
前
回
家
の
元
粗
利
家
卿

の
内
室
と
成
り
給
ひ
け
り
。
左
門
の
子
息
孫
十
郎
、
後
織
部
と
い
ふ
。

石
見
守
定
吉
是
た
り
。
則
ち
利
家
卿
の
御
妹
聾
た
り
け
り
。
高
島
氏

の
先
也
、
鎌
倉
に
て
日
蓮
沙
門
と
懇
切
た
る
が
故
に
、
回
避
身
延
山

建
立
の
時
取
持
を
た
し
た
り
。
故
に
破
損
修
理
の
時
、
高
島
左
京
大

夫
黒
漆
の
困
桂
六
本
を
寄
進
せ
ら
れ
‘
六
人
の
子
供
建
の
柴
久
を
祈

願
せ
ら
れ
け
り
と
ぞ
。
依
て
高
畠
一
門
中
悉
く
法
華
経
の
信
徒
友
り

け
り
。
信
長
公
の
時
、
安
土
に
て
日
蓮
宗
と
浮
土
宗
と
の
宗
論
あ
り

て
、
日
蓮
宗
負
け
し
ゅ
ゑ
‘
共
後
商
品
の
一
類
共
宗
旨
を
替
ふ
る
に

付
‘
身
延
山
に
是
を
憤
る
由
問
え
け
れ
ば
‘
ま
た
法
華
民
立
勝
る
者

も
あ
り
。
高
島
久
兵
衛
・
同
茂
助
共
の
外
商
畠
構
兵
衛
・
悶
新
兵
街
、

ク
様
の
人
々
一
皆
左
京
大
夫
兄
弟
の
末
・
な
り
。
ま
た
石
見
守
定
吉
に
丸




